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綿セルロースの水酸基の一部をアシル化し水素結合を抑制して熱可塑性を付与し、これを熱プレスする

ことで織物表面を平滑化させ光沢を付与した。アシル化は、プロピオニル化とベンゾイル化を検討した。

プロピオニル化した綿布の表面は熱プレスで平滑化し、その 85 度鏡面光沢は、ブランク処理綿布の約 5

倍となった。また、アシル化綿布は、分散染料で染められるようになることから、ポリエステル／綿織物

を昇華転写プリントする際の発色性改良に有効であると考えられる。  

 

１．はじめに 
 尾州産地の染色整理企業では、繁閑格差を解消するた

め、産業資材向けの加工技術の開発、夏物衣料向けの差

別化染色加工技術の開発などに取り組んでいる。それら

のうち綿素材の付加価値付与加工技術に関する関心は高

い。防しわ性や抗菌性を付与する機能性付与加工、風合

いや光沢などの外観変化や着心地を改善する加工など、

綿素材の付加価値付与加工技術には様々なものがある。

中でも綿素材に対する光沢付与、およびその耐久性の向

上には特に関心が高い。 

 綿セルロースの光沢付与方法として樹脂加工後に熱プ

レスする方法がよく行われるが 1)、風合いの硬化や、光

沢の耐久性が劣ることが指摘されている。 

そこでここでは従来法のように樹脂加工によらず、綿

セルロースをアシル化し、これを熱プレスすることで光

沢を付与する方法について検討した。 

 

２．実験方法 

2.1 試薬および被加工綿布帛 

 綿のアシル化には、無水プロピオン酸、安息香酸無水

物、硫酸を用い、前処理には、酢酸、水酸化ナトリウム

（すべて試薬）を用いた。被加工綿布帛は、染色試験用

綿白布（綿ブロード：精練、シルケット加工済み、㈱色

染社製）を用いた。 

2.2 綿布帛のアシル化方法 

以下の二つの方法で綿布帛をアシル化した。 

①プロピオニル化 

染色試験用綿白布を酢酸に浸漬し、前処理した。この

前処理綿白布を無水プロピオン酸、硫酸（触媒）、ベンゼ

ン（希釈剤）よりなるプロピオニル化溶液に浸漬し、40℃

で 2.5 時間反応させた。その後プロピオニル化溶液から

綿白布を取り出し圧搾し、ベンゼン、湯、水で順次洗浄

し、風乾することでプロピオニル化綿布を得た。 

②ベンゾイル化 

染色試験用綿白布を 5%水酸化ナトリウム水溶液に浸

漬し、前処理した。この前処理綿白布を安息香酸無水物、

プロパノール／エタノール／水（希釈剤）よりなるベン

ゾイル化溶液に浸漬し、マングルで圧搾し、乾燥（110℃、

120 秒）、熱処理（150℃、300 秒）した。その後湯、水

で順次洗浄し、風乾することでベンゾイル化綿布を得た。 

また、アシル基の導入状態を調べるため、赤外分光光

度計（FT-IR8300 ㈱島津製作所製）で FT-IR スペクト

ルを測定した｡ 

2.3 光沢付与処理条件と光沢測定条件 

 アシル化した綿布に光沢を与えるため、以下の条件で

熱プレスした。 

・使用機器：熱プレス機（㈱東洋精機製作所製ミニテス

トプレス） 

・加熱加圧処理条件：加圧力 20MPa、温度 180℃、時間

180 秒 

 光沢は、鏡面光沢度－測定方法（JIS Z 8741）85 度鏡

面光沢（Gs(85°)）で評価した。装置は、日本電色工業㈱

製 VG7000 を用いた。 

2.4 アシル化綿の染色試験と染色性の評価 

染色性の評価に用いた染料は、反応染料（Kayacion 

Marine E-CM ）、直接染料（ Kayarus Supra Blue 

BGL200）、酸性染料（Kayacyl Blue HRL）、カチオン染

料（Kayacryl Blue GSL-ED）、分散染料（Kayalon 
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